
2014年２月号 ②なかま第273号③ 福祉の

案・ナカノ　画・ニムラ
72

「福祉のなかま情報版」
福祉労働と運動の明日をつくる　学習･交流･情報誌

お申し込みは支部、地本、県本部、または中央本部まで！

好評発売中

定価300円定価300円
（送料別）（送料別）

※内容については変更することもありますので、ご了承ください。

特集２月号（214号）… 「14年度版　福祉職の賃金・
労働条件チェックの手引き」

　春闘を迎え、職場の状況を見つめ直す時期です。給与表や手
当、労働時間、休暇などを法令や基準に照らして、あらためて
チェックしてみましょう。毎年改訂して発行している特集冊子
はさまざまな地方組織や分会で活用され、好評です。チェック
ポイントなどを項目別に整理し、根拠も示した手引きです。ぜ
ひご活用を。

　

措
置
制
度
か
ら
介
護
保

険
制
度
、
障
害
者
自
立
支

援
制
度
に
移
行
す
る
中
、

福
祉
職
場
で
賃
金
の
削
減

と
非
正
規
化
が
進
み
、
深

刻
な
人
材
難
を
引
き
起
こ

し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
状

況
を
背
景
に
政
府
は
、

「
福
祉
人
材
確
保
指
針
」

を
２
０
０
７
年
に
改
定
し

ま
し
た
。

　

改
定
さ
れ
た
「
指
針
」

は
、「
国
民
各
層
か
ら
選

択
さ
れ
る
職
業
と
な
る
よ

う
、
他
の
分
野
と
も
比
較

し
て
適
切
な
給
与
水
準
が

確
保
さ
れ
る
な
ど
、
労
働

環
境
を
整
備
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
明
記
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
経
営
者
、
関

係
団
体
に
「
他
の
分
野
に

お
け
る
労
働
者
の
給
与
水

準
、
地
域
の
給
与
水
準
等

も
踏
ま
え
、
適
切
な
給
与

水
準
を
確
保
す
る
こ

と
」、
国
・
自
治
体
に
対

し
て
も
、「
給
与
、
物
価

等
の
経
済
動
向
や
地
域
間

の
給
与
の
格
差
等
を
勘
案

し
つ
つ
、
…
経
営
実
態
や

労
働
実
態
を
把
握
す
る
こ

と
等
を
通
じ
て
、
…
適
切

な
介
護
報
酬
等
を
設
定
す

る
こ
と
」
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。

　

「
指
針
」
の
改
定
を
受

け
て
「
介
護
職
員
処
遇
改

善
交
付
金
」
が
予
算
化
さ

れ
、
さ
ら
に
「
保
育
士
等

処
遇
改
善
臨
時
特
例
事

業
」
が
２
０
１
３
年
度
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
し
か

し
抜
本
的
な
改
善
に
は
至

ら
ず
、
介
護
職
場
は
有
効

求
人
率
が
１
・
58
倍
（
２

０
１
１
年
度
）
と
全
産
業

平
均
の
０
・
68
倍
を
大
き

く
上
回
る
等
、
引
き
続
き

深
刻
な
人
材
難
の
状
況
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
４
年
春
闘
で
全

労
連
は
月
額
１
６
０
０
０

円
以
上
の
賃
上
げ
、
誰
で

も
時
給
１
０
０
０
円
・
日

給
８
０
０
０
円
・
月
給
17

万
円
以
上
と
い
う
要
求
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
連
合
も

５
年
ぶ
り
に
１
％
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
を
要
求
。
こ
の

ま
ま
で
は
福
祉
労
働
者
と

他
産
業
と
の
格
差
は
広
が

る
一
方
で
す
。

　

恒
久
的
な
処
遇
改
善
に

向
け
た
仕
組
み
を
作
っ
て

財
源
を
確
保
し
、
福
祉
労

働
者
の
賃
金
の
大
幅
な
引

き
上
げ
と
職
員
増
で
、
人

材
確
保
を
強
化
す
る
こ
と

を
国
と
自
治
体
に
迫
る
こ

と
が
、
私
た
ち
に
一
層
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

福
祉
人
材
確
保
に
向
け
大
幅
賃
上
げ
や

職
員
増
等
に
よ
る
労
働
条
件
の
抜
本
的
な
改
善
を

　１月18日・19日に東京で第50回中央委員会
を開催しました。25本の発言があり、各地の
職場実態や組織拡大・強化など全国のとりく
みを交流しました。14春闘方針はじめ３本の
議案を採択し、14春闘を旺盛に進めていくこ
とを確認しました。

2014春闘を旺盛に進めよう
中央委員会で14春闘方針を確認

　広島支部では10年以上毎年、組織拡大とし
て福祉士試験（介護・社会・精神保健）会場
へ出向き応援オルグを行っています。この活
動により労働相談にもつながっており、大事
な活動になっています。１月26日も介護福祉
士試験会場前で「がんばってください。いっ
てらっしゃい！」と受験者に声をかけまし
た。ティッシュを渡し、「紙のご加護」を！

「がんばってください」とエール
福祉士試験応援オルグ－広島支部

　山梨社会福祉労の旗びらきを１月10日に行
いました。中央から澤村書記長を招き、年代
別に４グループに分かれて、職場の不満を出
しあいました。給料が安い、休憩が取れない、
仕事量にみあった残業代を出してほしい等
々、わいわいしゃべりあうことで時間もあっ
という間に過ぎていきました。がまんや無理
をしての働き方は違法なんだ！とみんなで確
認し、運動を進めていく決意を新たにしまし
た。「国や理事会に〝みぃしみた〟案をだし
ていこう！」（甲州弁－しっかりとした、本
格的な）

がまんや無理した働き方は違法
旗びらきで要求出しあう－山梨福祉労

今年も各支部対抗でパフォーマンス
元気！元気！で旗びらき－東京地本

　１月20日、東京地本旗びらきが141人の参
加で元気に行われました。今年の旗びらきの
テーマは「元気！元気！東京地本」。厳しい
職場実態のなかで、がんばっている私たち。
なかまの存在を実感し、思いを共有すること
をめざし、地本執行委員が準備しました。
　東京地本の旗びらきといえば、各支部対抗
の３分間パフォーマンス。今年も世相や流行
語、福祉をめぐる情勢などを織り交ぜた寸劇
などで楽しみました。

福
祉
保
育
労
だ
け
で
は
実
現
が

難
し
い
要
求
を
全
国
の
労
働
組
合
と

統
一
し
て
た
た
か
う
こ
と

仕
事
や
く
ら
し
で
感
じ
る「
思
い
」を

「
グ
チ
」や「
つ
ぶ
や
き
」で

声
に
出
す
こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

「
団
交
」は
憲
法
で
保
障
さ
れ
た

権
利　

要
求
を
ま
と
め
あ
げ

ね
ば
り
強
く
交
渉
を
続
け
よ
う

「グチ」を「愚痴」で終わらせない

賛同金に
ご協力を

！

 
目標1000

万
「みんなの一

歩キャンペー
ン」

運動の理解を広げ、大きく
展開していくための必要経費として協力
（団体１口3000円、年間1000口以上目標）
をお願いします。

郵便振替口座
00110-1-45713 全国福祉保育労働組合
（「みんなの一歩賛同金」と明記してください）

春闘のススメ春闘のススメ
　利用者に対し、憲法25条にもとづく「福祉は権利」を
各職場で保障するためにも、私たち福祉労働者が「人間
らしく働くことのできる労働条件」をつくることが必要
です。各職場では、要求討議・要求書提出・回答引き出
し・団体交渉・確認書締結という「原則的な活動」を重
視します。
　賃金の大幅引き上げ・労働時間等の法令遵守の徹底・
必要な職員の増員など、職場改善の要求をすべての分会
から提出し、14春闘を元気にとりくみましょう！

春
闘
の
は
じ
ま
り
は

１
９
５
５
年

　

春
闘
は
、
１
９
５
５
年
の

春
、
８
つ
（
合
化
・
化
同
・

炭
鉱
・
金
属
・
電
気
・
私
鉄

・
紙
パ
・
電
力
）
の
産
業
別

労
働
組
合
が
全
国
一
斉
に

「
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求
め

る
要
求
」
を
提
案
し
、
交
渉

を
開
始
し
た
こ
と
が
始
ま
り

で
し
た
。
そ
の
後
、
公
務
労

グ
チ
や
不
満
か
ら

改
善
点
を
み
つ
け
よ
う

　

毎
日
の
過
密
労
働
と
生
活

の
な
か
で
、
心
も
体
も
ク
タ

ク
タ
で
す
。
口
に
は
出
さ
な

く
て
も
、
職
場
に
対
す
る
グ

チ
や
不
満
は
尽
き
ま
せ
ん
。

こ
の
グ
チ
や
不
満
を
束
ね
、

何
を
改
善
す
れ
ば
解
決
す
る

の
か
を
話
し
合
う
こ
と
が
、

「
し
か
た
な
い
」で
は

何
も
変
わ
ら
な
い

　

福
祉
現
場
の
「
ブ
ラ
ッ
ク

産
業
化
」
を
改
善
し
て
い
く

こ
と
は
、
福
祉
・
保
育
現
場

の
未
来
を
つ
く
る
福
祉
保
育

労
の
課
題
で
す
。
労
働
法
違

反
の
実
態
を
「
し
か
た
な

い
」
で
あ
き
ら
め
る
こ
と
を

せ
ず
、
現
場
の
実
態
を
見
直

し
、
職
場
か
ら
大
き
く
「
賃

組
を
含
め
た
多
く
の
産
別
に

参
加
を
呼
び
か
け
、
統
一
行

動
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

社
会
全
体
の

賃
上
げ
を
実
現

　

日
本
で
は
、
ほ
と
ん
ど
の

職
場
で
会
計
年
度
が
４
月
に

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
や
、
新

規
職
員
の
採
用
な
ど
で
初
任

給
が
決
め
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
春
は
労
働
条
件
を
決
め

る
の
に
は
非
常
に
タ
イ
ミ
ン

グ
が
よ
く
、
春
闘
で
労
働
組

合
が
勝
ち
取
っ
た
賃
上
げ

を
、
地
域
の
賃
金
相
場
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

組
合
の
な
い
職
場
も
含
め
、

社
会
全
体
の
賃
金
の
底
上
げ

を
実
現
し
て
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
職
場
で
行
わ
れ
て

い
る
定
期
昇
給
は
、
春
闘
の

前
進
の
中
で
実
現
し
た
日
本

独
特
の
制
度
な
の
で
す
。

要
求
づ
く
り
に
な
り
ま
す
。

ど
ん
な
小
さ
な
要
求
も

聞
き
流
さ
な
い
で

　

要
求
づ
く
り
で
は
、
組
合

員
一
人
ひ
と
り
が
感
じ
て
い

る
、
仕
事
や
生
活
に
関
わ
る

改
善
し
た
い
問
題
・
疑
問
な

ど
「
な
ん
で
も
素
直
に
語
り

合
う
」
こ
と
が
と
て
も
大
切

で
す
。「
そ
れ
は
あ
な
た
だ

け
の
要
求
ね
」
と
聞
き
流
さ

ず
、
ど
ん
な
小
さ
な
要
求
で

も
大
切
に
し
て
話
し
合
い
ま

し
ょ
う
。
み
ん
な
で
論
議
を

深
め
る
こ
と
で
問
題
点
が
整

理
さ
れ
、「
要
求
」
に
ま
と

ま
っ
て
い
く
の
で
す
。

　

青
年
や
非
正
規
な
ど
、
弱

い
立
場
に
い
る
労
働
者
の
権

利
を
守
る
の
が
労
働
組
合
の

役
割
で
あ
る
こ
と
も
、
み
ん

な
の
共
通
理
解
に
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

金
大
幅
ア
ッ
プ
」「
職
員
を

増
や
せ
」
の
声
を
あ
げ
て
い

き
ま
す
。

「
団
交
」
は
労
使
対
等

意
思
統
一
し
て

の
ぞ
も
う

　

団
体
交
渉
（
団
交
）
は
労

使
が
対
等
の
立
場
に
立
て
る

唯
一
の
場
で
あ
り
、
話
し
合

い
の
中
で
実
質
的
な
成
果
を

勝
ち
と
る
場
で
す
。
要
求
実

現
の
た
め
に
は
、
組
合
員
の

団
結
、
情
熱
や
勢
い
、
ね
ば

り
強
く
あ
き
ら
め
な
い
姿
勢

が
非
常
に
大
切
に
な
っ
て
き

ま
す
。
団
体
交
渉
で
成
果
を

あ
げ
る
た
め
に
、
資
料
作
成

や
発
言
の
準
備
な
ど
、
組
合

員
の
意
思
統
一
を
図
っ
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

文
書
回
答
で
合
意
で
き
て

も
団
体
交
渉
で
説
明
を
し
て

も
ら
い
、
確
認
書
を
交
す
よ

う
に
し
ま
す
。

春
闘
っ
て
こ
ん
な
こ
と

要
求
を
ま
と
め
よ
う

団
体
交
渉
を
し
よ
う


